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NYマーケットレポート（2014年 9月 18日) 
NY 市場では、序盤に発表された米失業保険申請件数が予想より改善したことから、ドル/円は一時 108.96 まで上昇し、2008 年 9 月以

来の高値を更新する動きとなった。しかし、同時に発表された米住宅着工件数が予想を下回る結果となったことから、ドルは主要通貨に対

して軟調な動きとなった。そして、米国の利上げが近づいているとの思惑や、黒田日銀総裁が刺激策の継続をあらためて表明したことが引

き続き材料視され、円が主要通貨に対して軟調な動きとなっており、クロス円は堅調な動きが続いた。ユーロ/円は 5 月 13 日以来の高値と

なり、ポンド/円は 2008 年 10 月以来の高値を付ける動きとなった。また、ノルウェー・クローネは、ノルウェー中銀が年内に利下げするとの文

言を声明から取り除いたことを好感して、主要通貨に対して上昇する動きとなった。 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 
ドル/円 108.79  ユーロ/円 140.05  ユーロ/ドル 1.2875 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6810.97 +30.07 ダウ INDEX 
FUTURE 17120 +51  

 

仏 CAC40 4459.25 +27.84 S&P500 
FUTURE 2001.30 +7.60  

 

独 DAX 9755.19 +93.69 NASDAQ 
FUTURE 4081.50 +16.25  

 
(出所：SBILM) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 28.0万件（予想 30.5万件・前回 31.6万件） 

前回発表の 31.5万件から 31.6万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 242.9万人（予想 246.6万人・前回 249.2万人） 

前回発表の 248.7万人から 249.2万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

14/09/13・・・280,000・・・-36,000・・・299,500・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

14/09/06・・・316,000・・・+12,000・・・304,250・・・・2,429,000・・・・1.8％ 

14/08/30・・・304,000・・・ +6,000・・・303,250・・・・2,492,000・・・・1.9％ 

14/08/23・・・298,000・・・ -1,000・・・299,750・・・・2,478,000・・・・1.9％ 

14/08/16・・・299,000・・・-13,000・・・301,000・・・・2,528,000・・・・1.9％ 

14/08/09・・・312,000・・・+22,000・・・296,000・・・・2,502,000・・・・1.9％ 

14/08/02・・・290,000・・・-13,000・・・293,750・・・・2,549,000・・・・1.9％ 

14/07/26・・・303,000・・・+24,000・・・297,500・・・・2,519,000・・・・1.9％ 

14/07/19・・・279,000・・・-24,000・・・300,750・・・・2,542,000・・・・1.9％ 

14/07/12・・・303,000・・・ -2,000・・・309,250・・・・2,508,000・・・・1.9％ 

14/07/05・・・305,000・・・-11,000・・・312,000・・・・2,508,000・・・・1.9％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

8月米住宅着工件数 95.6万件（予想 103.9万件・前回 111.7万件） 

前回発表の 109.3万件から 111.7万件に修正 

8月米住宅着工件数（前月比） -14.4％（予想 -4.9%・前回 22.9%） 

前回発表の 15.7％から 22.9％に修正 

8月米建設許可件数 99.8万件（予想 104.0万件・前回 105.7万件） 

前回発表の 105.2万件から 105.7万件に修正 

8月米建設許可件数（前月比） -5.6％（予想 -1.6%・前回 8.6%） 

前回発表の 8.1％から 8.6％に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

 

経済指標データ 

≪米住宅着工・許可件数≫ 

8月・・ 7月・・  6月・・ 5月・・ 4月・・3月 

住宅着工件数・・・95.6・・111.7・・90.9・・98.4・・106.3・・95.0 

一戸建て住宅・・・64.3・・ 65.9・・59.3・・63.4・・ 64.9・・63.5 

集合住宅・・・・・31.3・・ 45.8・・31.6・・35.0・・ 41.4・・31.5 

 

許可件数・・・・・99.8・・105.7・・97.3・・100.5・・105.9・・100.0 

一戸建て住宅・・・62.6・・ 63.1・・63.4・・ 61.5・・ 59.7・・ 60.0 

集合住宅・・・・・37.2・・ 42.6・・33.9・・ 39.0・・ 46.2・・ 40.0 

 

前月比（％） 

住宅着工・・・・・-14.4・・22.9・・-7.6・・-7.4・・11.9・・ 2.4 

住宅建設許可・・・ -5.6・・ 8.6・・-3.2・・-5.1・・ 5.9・・-1.1 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7月カナダ国際証券取扱高 53億 CAD（前回 -10.8億 CAD） 

前回発表の-10.7億 CADから-10.8億 CADに修正 

 

 

 

 

21：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギ ECB総裁～ワシントンの会議で講演 

 

・「住宅危機の名残、依然貧困層を圧迫」 

講演事前原稿では、金融政策に言及せず。 
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22：21 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

南ア政策金利発表 5.75％（予想 5.75%・前回 5.75%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17205.05 +48.20 

ナスダック 4579.20 +17.01 
                                              (出所：SBILM) 

22：40 

南アフリカ中銀総裁、辞意を表明。 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

9月フィラデルフィア連銀景況指数 22.5（予想 23.0・前回 28.0） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪フィラデルフィア連銀指数≫ 

9月・・・8月・・7月・・6月・・5月・・・4月・・3月 

景況指数・・・22.5・・28.0・・23.9・・17.8・・15.4・・ 16.6・・ 9.0 

仕入価格・・・27.0・・24.9・・34.7・・35.0・・23.0・・ 11.3・・13.9 

販売価格・・・ 8.8・・ 4.2・・16.8・・14.1・・17.0・・  4.3・・ 4.3 

新規受注・・・15.5・・14.7・・34.2・・16.8・・10.5・・ 14.8・・ 5.7 

出荷・・・・・21.6・・16.5・・34.2・・15.5・・14.2・・ 22.7・・ 5.7 

受注残・・・・ 5.0・・-4.1・・ 9.1・・11.5・・-2.5・・  2.0・・ 2.6 

入荷遅滞・・・ 3.8・・ 4.5・・ 9.6・・ 6.0・・-4.2・・-14.3・・-2.7 

在庫水準・・・ 6.1・・ 8.3・・ 4.8・・-6.7・・-0.5・・ -1.5・・-6.8 

雇用者数・・・21.2・・ 9.1・・12.2・・11.9・・ 7.8・・  6.9・・ 1.7 

6ヵ月先予想 

9月・・8月・・7月・・・6月・・5月・・4月・・3月 

景況指数・・・56.0・・66.4・・58.1・・52.0・・37.4・・26.6・・35.4 

仕入価格・・・46.2・・50.3・・38.2・・44.5・・36.1・・35.1・・29.4 

販売価格・・・31.3・・29.5・・23.5・・30.0・・29.5・・13.0・・15.9 

新規受注・・・51.7・・58.9・・53.5・・57.8・・36.5・・29.7・・32.2 

出荷・・・・・58.8・・67.4・・57.9・・48.0・・38.7・・32.8・・41.1 

受注残・・・・19.6・・26.6・・13.8・・24.7・・17.0・・ 1.5・・-1.3 

入荷遅滞・・・ 6.8・・ 9.4・・ 4.7・・-3.5・・ 3.1・・ 5.7・・ 5.4 

在庫水準・・・11.9・・10.5・・ 0.5・・30.5・・15.7・・ 4.8・・12.2 

雇用者数・・・39.6・・24.7・・29.1・・31.4・・24.1・・15.9・・29.1 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、前日発表された FOMCの声明を受けて、米国は金融緩和を当面継続し、景気を下支えするとの見方が引き続き

強く、買いが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 84ドル高まで上昇し、最高値を更新数

動きとなった。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）米失業保険申請件数は、前週比-3.6万件の 28.0万件となり、市場予想の 30.5万件を下回った。申請件数の 4週移動平均は、

前週比-4750件の 29万 9500件となった。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-6.3万人の 242.9万人と、

2007年 5月 19日までの週以来の少なさとなった。受給者総数の 4週移動平均は、前週比-1万 8250人の 248万 1750人で、2007

年 6月 23日までの週以来の少なさ。受給者比率は、前週から 0.1％低下の 1.8％となった。 

 

 

（2）8月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比-14.4％の 95.6万件と、市場予想の 104万件を下回る結果となった。前年同月

比では+8.0％となった。5件以上の集合住宅が-31.5％と、2013年 4月以来の大幅な下落となったことが全体を押し下げる結果と

なった。 

 

①一戸建て住宅は-0.8％の 62.6万件、5件以上の集合住宅は-13.4％の 34.3万件となった。 

 

②地域別では、最大市場の南部が-0.6％、北東部は-11.6％、中西部は-12.4％、西部は-8.3％となった。 

 

③着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月比-5.6％の 99.8万件となり、市場予想の 104.5万件を下回った。前年同月比

では+5.3％。 

 

 

（3）9月の米フィラデルフィア連銀製造業景況指数は 22.5となり、4ヵ月ぶりの低下となった。また、市場予想の 23.0も下回

る結果となった。当該指数はゼロが拡大と縮小の判断基準となる。項目別では仕入れ価格指数が 27（前月 24.9）、新規受注は 15.5

（14.7）、雇用指数は 21.2（9.1）、出荷は 21.6（16.5）、在庫は 6.1（8）、販売価格は 8.8（4.2）、受注残は 5（-4.1）。ま

た、6ヵ月先の景況感を示す見通し指数は 56（前月 66.4）に低下した。 

 

0：25 

オランド大統領～フランスはイラクでの空爆を実行へ。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6819.29 +38.39 

仏 CAC40 4464.70 +32.29 
独 DAX 9798.13 +136.63 

ストック欧州 600 指数 347.78 +3.39 
ユーロファースト 300 指数 1398.03 +12.94 
スペイン IBEX35 指数 10991.00 +83.60 

イタリア FTSE MIB 指数 21128.72 +17.06 
南ア アフリカ全株指数 51547.02 +373.99 

                                                      (出所：SBILM) 
 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17246.05（+89.20）、 S&P500 2009.46（+7.89）、 ナスダック 4584.44（+22.25) 

 

 

≪欧州のポイント≫ 

①スイス中銀は、スイスフランの上限として設定している 1ユーロ＝1.20フランの水準を維持すると発表した。スイスフランの

3ヵ月物ロンドン銀行間取引金利（LIBOR）目標レンジは 0.00-0.25％に据え置いた。 

 

②ノルウェー中銀は、政策金利を予想どおり 1.50％に据え置いた。2015年末までは金利は変更せず、その後徐々に上昇するとの

見通しを示した。中銀は 2012年 3月から金利を据え置いている。オルセン総裁は、金利見通しに下振れリスクはないと述べた。

前回 6月には、景気が一段と低迷すれば利下げの可能性があるとの見解を示していた。 

 

③英国立統計局が発表した 8月の英小売売上高は、前月比+0.4％となった。統計局によると、新学期開始前の学生からの需要で

家具の売上高が前年比+23.4％となったことなどが影響した。EU規制で 8月末に高出力の電気掃除機の販売が禁止されたため、こ

れを控えた駆け込み需要もあった。 

 

④アイルランドの第 2四半期経済成長率は、予想に反して前期比+1.5％となった。雇用が好調に伸びたほか、輸出や個人消費が

回復した。前年比では+7.7％と、予想の+3.5％を上回った。財務省は、前週、今年通年の成長率予想を当初の前年比+2.1％から

引き上げ、3.0％をわずかに上回るとの予想を示した。2013年 12月に EUと IMFの支援を脱却して以来、1年未満で回復軌道に乗

りつつある。 

 

 

 



 

                       
 

8 
 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

序盤のニューヨーク債券市場は、前日の FOMCで米国の利上げが近づいていると意識されたことが引き続き売り圧力となり、短中

期債を中心に米国債相場が下落した。政策金利の動向に敏感な 2年債利回りは一時 0．597と 2011年 5月以来約 3年 4ヵ月ぶり

の高水準、3年債利回りは 1.136％と 2011年 4月以来約 3年 5ヵ月ぶりの高水準に上昇した。 

 

午前の利回りは、30年債が 3.36％（前日 3.37％）、10年債が 2.64％（2.62％）、7年債が 2.32％（2.30％）、5年債が 1.86％

（1.83％）、3年債が 1.11％（1.10％）、2年債が 0.58％（0.57％ ）。 

 

 

2：00 

≪米 10年物 TIPS入札≫ 

最高落札利回り・・・・・0.610％（前回 0.249％） 

最低落札利回り・・・・・0.460％（前回 0.150％） 

最高利回り落札比率・・・ 32.05％（前回 60.46％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.20倍（前回 2.49倍） 

発行額・・・・・・・・130億ドル（前回 150ドル） 

 

 

2：05 

FRBは、ニューヨーク連邦準備銀行を通じた公開市場操作により、2.9億ドルの米長期国債の買い取りを実施した。 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前日比 9.00ドル安の 1オンス＝1226.90ドルで取引を終了した。 

 

 

4：45 

NY原油は、中心限月が前日比 1.35ドル安の 1バレル＝93.07ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1226.90 -9.00 

NY 原油 93.07 -1.35 

                             (出所：SBILM) 
 

≪ NY金市場 ≫ 

ＮＹ金は、米 FRBが前日に発表した FOMC声明で量的緩和の 10月終了を明記したほか、利上げに向けた出口戦略の原則も公表し

たことで早期の利上げが意識され、金の先安観が強まった。終値ベースでは、1月上旬以来、約 8ヵ月半ぶりの安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、前日の米原油在庫が予想外に増えたことが引き続き材料視され、供給過剰感から売りが優勢となった。また、米利

上げ観測を背景にドルが円などに対して上昇となり、ドル建て原油の割高感が出たことも圧迫材料となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17265.99 +109.14 17275.37 17163.73 

S&P500 種 2011.36 +9.79 2012.34 2003.07 

ナスダック 4593.43 +31.24 4593.99 4572.62 
(出所：SBiLM) 

 

 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、前日発表された FOMCの声明を受けて、米国は金融緩和を当面継続し、景気を下支えするとの見方が引き続き強く、

買いが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 118ドル高まで上昇し、最高値を更新する動

きとなった。また、S&P500も最高値を更新資する動きとなった。 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 108.72 108.96 108.60 
EUR/JPY 140.47 140.53 140.00 
GBP/JPY 177.98 178.38 177.66 

AUD/JPY 97.67 97.72 97.25 
NZD/JPY 88.57 88.62 88.17 

EUR/USD 1.2921 1.2929 1.2857 

AUD/USD 0.8983 0.8997 0.8927 
                                            (出所：SBILM) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、前日のFOMCを受けて米国の利上げが近づいているとの観測が引き続き材料視され、日米金利差拡大が意識され、

円が主要通貨に対して下落する動きとなった。ただ、ドルは、米国の住宅関連の経済指標が予想を下回ったことなどから、主要

通貨に対してやや軟調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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